
設計寿命の考え方
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耐久破壊試験実施内容
現行品との比較テスト
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調査項目 基準値
A B

試験前 試験後 試験前 試験後

手回し感 回転スムーズ
ひっかかり、

回転できない
回転スムーズ

ひっかかり、

回転できない

L ≤130um/s
正： 46

反： 50

正：測定不可(NG)

反：測定不可(NG)

正： 42

反： 48

正：測定不可(NG)

反：測定不可(NG)

各寸法精度磨耗調査

Anderon値 M ≤100um/s
正： 22

反： 30

正：測定不可(NG)

反：測定不可(NG)

正：26

反：28

正：測定不可(NG)

反：測定不可(NG)

H ≤75um/s
正： 32

反： 30

正： 測定不可(NG)

反： 測定不可(NG)

正： 30

反： 32

正： 測定不可(NG)

反： 測定不可(NG)

騒音值 dB值 ≤43dB
正： 37

反： 35

正： 測定不可(NG)

反： 測定不可(NG)

正： 34

反： 32

正： 測定不可(NG)

反： 測定不可(NG)

ラジアル
隙間

5-20(μm） 18 >60μm(NG) 15 >60μm(NG)

REMARK ピツチング発生のため、振動値、dB値の測定ができなくなりました。
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1. 同じ試験条件にて、A試験品は連続回転548時間の時点で、
内輪軌道ピッチングが発生して、限界寿命となりました。

2. 同じ試験条件にて、B試験品は連続回転429時間の時点で、
内輪軌道、外輪軌道、鋼球表面ピッチングが発生して、限界寿命と
なりました。

3. 今回の試験結果によると、A試験品の寿命はB試験品より119時間
長くという結果であります。

調査結論と判定

長くという結果であります。

4.  両社試験品の主な差異点はA試験品の外輪軌道粗さ（耐磨耗性）、
保持器磨耗、鋼球硬度がB試験品より優れているというところであります。

【お客先のコメント】

大変素晴らしい結果だと思います。ご提案の通りｎ増しをして頂き、
信頼性の高いテスト評価結果がまとまったらアジア諸国での採用の
検討を開始するのが宜しいかと思います。
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